
　　　　

2025 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
子どもたちの成長・発達を支援し、自分で考えて行動できる力を育てたい。
そして、すべての子どもが子どもらしく日々を過ごせるように、またそのご家族への支援を行うことを目的としています。

事業所名 放課後等デイサービス　ぶりす厚別 作成日支援プログラム

「すてむぼっくす」や「すらら」を利用し、物の形や色、機能の理解を促し、空間認識や論理的思考の強化を図ります。
小集団での活動を通し、適切な行動形成を学び、季節の変化や環境への興味を引き出すための課外活動も行うことで行動の発達を支えます。

学習教材や絵カードを活用し、発語や語彙の習得をサポートするとともに、ロールプレイを通じて他者との円滑なコミュニケーションを学べるよう支援します。また、指導員が代弁や言い
換えを行い、適切な言い回しが自然と身につくよう日常的にサポートします。

自分の気持ちや行動を理解し、適切に調整できるよう支援します。また、遊びや物づくりを通じて他者との関わり方を学び、順番やルールを守ることなどの社会的なスキルを身に着けられ
るようサポートします。

支援方針 子どもたちが安心して成長できる環境づくりをし、専門的なサポートを提供することで、子どもたちの可能性や将来性を最大限に引き出すことを目指しています。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 季節に応じた簡単なイベントや、外出活動（お買い物、施設見学）などを実施。

家族支援 必要に応じて保護者様の相談・援助を実施。 移行支援
必要に応じて、進学時の困りごとについて相談援助や情報共有を行いま
す。

地域支援・地域連携
必要に応じて個別の児童について他事業所と連携・相談を行い、学校や自治体相
談室などの各機関とも連携を図ります。

職員の質の向上
他事業所とも連携して研修を開催します。外部研修参加時には、未参加の
職員に対して資料などを通じて情報共有します。

支　援　内　容

基本的な生活の流れを習慣化できるように支援し、ＡＤＬ（日常生活動作：歯磨き・手洗いなど）の自立を促します。
療育教材を使用しながら片付けや整理整頓のトレーニングなども行うことで、社会的な自立も支援していきます。

上肢・下肢の運動を取り入れながら、粗大運動を通じて姿勢の保持や改善を図ります。また、体幹トレーニングも行うことで、疲れにくい身体を作り、運動機能の向上を目指します。
教材などを用いての微細運動や、感触あそびなども行い、感覚統合の促進を図ります。
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